
【電気取扱業務（低圧）特別教育】 
この講習は、労働安全衛生法第５９条及び規則第３６条に規定されている危険又は有害

な業務に労働者をつかせる場合に行うべき安全又は衛生のための特別の教育です。 

特別教育を受講された方には、電気取扱業務（低圧）特別教育修了証を交付します。 

  

（特別教育の記録の保存）事業者は、特別教育を行つたときは、特別教育の受講者、科目

等の記録を作成して、３年間保存する必要がありますので、この特別教育講習時に配布す

る講習時間割表電気取扱業務（低圧）特別教育と修了証写しを作成して教育記録のファイ

ルに保存するようにしてください。(修了証は、受講者のものです。) 

労働安全衛生法第５９条第３項 

事業者は、危険又は有害な業務で、厚生労働省令で定めるものに労働者をつかせるときは、

厚生労働省令で定めるところにより、当該業務に関する安全又は衛生のための特別の教育を

行なわなければならない。 

労働安全衛生規則第３６条第４号（特別教育を必要とする業務）抄 

第三十六条  法第５９条第３項の厚生労働省令で定める危険又は有害な業務は、次のとお

りとする。 

   低圧（直流７５０ボルト以下、交流６００ボルト以下である電圧をいう。）の充電電路

（対地電圧が５０ボルト以下であるもの及び電信用のもの、電話用のもの等で感電に

よる危害を生ずるおそれのないものを除く。）の敷設若しくは修理の業務又は配電盤

室、変電室等区画された場所に設置する低圧の電路（対地電圧が５０ボルト以下であ

るもの及び電信用のもの、電話用のもの等で感電による危害の生ずるおそれのないも

のを除く。）のうち充電部分が露出している開閉器の操作の業務 

科 目 範 囲 時 間 

低圧の電気に関する基

礎知識 
低圧の電気の危険性 短絡 漏電 接地 電気絶縁 １時間 

低圧の電気設備に関す

る基礎知識 

配電設備 変電設備 配線 電気使用設備 保守及

び点検 
２時間 

低圧用の安全作業用具

に関する基礎知識 

絶縁用保護具 絶縁用防具 活線作業用器具 検電

器 その他の安全作業用具 管理 
１時間 

低圧の活線作業及び活

線近接作業の方法 

充電電路の防護 作業者の絶縁保護 停電電路に

対する措置 作業管理 救急処置 災害防止 
２時間 

関係法令 労働安全衛生法、令及び安衛則中の関係条項 １時間 
 



受 講 料（税込み、ﾃｷｽﾄ代含む） 

会員   ９，２４０円 /人 （講習 7500円 ﾃｷｽﾄ 900円 税 840円） 

一般  １１，４４０円 /人 （講習 9500円 ﾃｷｽﾄ 900円 税 1040円） 

時間割表 

  時 間 科     目 

9:00～10:00 

（１時間） 

低圧の電気に関する基礎知識 

（低圧の電気の危険性 短絡 漏電 接地 電気絶縁） 

10:00～10:05 休憩 

10:05～12:05 

（２時間） 

低圧の電気設備に関する基礎知識 

（配電設備 変電設備 配線 電気使用設備 保守及び点検） 

12:05～12:50 昼 食 ・ 休 憩 

12:50～13:50 

（１時間） 

低圧用の安全作業用具に関する基礎知識 

（絶縁用保護具 絶縁用防具 活線作業用器具 検電器  

 の他の安全作業用具 管理 

13:50～13:55 休憩 

13:55～15:55 

（２時間） 

低圧の活線作業及び活線近接作業の方法 

（充電電路の防護 作業者の絶縁保護 停電電路に対する措置

 作業管理 救急処置 災害防止） 

15:55～16:00 休憩 

16:00～17:00 

（１時間） 

関係法令 

労働安全衛生法、同法施行令、労働安全衛生規則中の関係条項 

テキスト低圧電気取扱者安全必携  

－特別教育用テキスト－改訂新版 

中央労働災害防止協会編／B5判 ／208頁 

 



 

（特別教育の記録の保存）労働安全衛生規則第 38条 

 事業者は、特別教育を行つたときは、当該特別教育の受講者、科目等の記録を作成して、

これを三年間保存しておかなければなりません。 

 

安全衛生特別教育規程第 6条（低圧電気取扱業務の特別教育） 

１ 安衛則第３６条第４号に掲げる業務のうち、低圧の充電電路の敷設若しくは修理の業

務又は配電盤室、変電室等区画された場所に設置する低圧の電路のうち充電部分が露出

している開閉器の操作の業務に係る特別教育は、学科教育及び実技教育により行なうも

のとする。 

２  前項の学科教育は、次の表の上欄に掲げる科目に応じ、それぞれ、同表の中欄に掲げる

範囲について同表の下欄に掲げる時間以上行なうものとする。(上記カリキュラムの表) 

３  第一項の実技教育は、低圧の活線作業及び活線近接作業の方法について、七時間以上

（開閉器の操作の業務のみを行なう者については、一時間以上）行なうものとする。 

 

（実技講習の講師資格） 

特別教育の講師については、資格要件は定められていませんが、教育科目について十分な知

識と経験を有する人でなければなりません。 

(参考までに)  

「十分な知識経験を有する者」として，技能講習の講師資格を準用するとでは、次に掲げる

者が適当と考えられます。 

(1) 高等学校等において電気工学に関する学科を修めて卒業した者で，その後７年以上電

気取扱いの業務に従事した経験を有するもの 

(2) 大学等において電気工学に関する学科を修めて卒業した者で，その後３年以上電気取

扱いの業務に従事した経験を有するもの 

(3) 10年以上電気設備の取扱いの業務に従事した経験を有する者 

 



低圧電気取扱業務の特別教育記録 
学科実施年月日 年  月  日 
学科実施場所 石川県地場産業振興センター（金沢市鞍月2丁目1） 
学科講師 労働安全コンサルタント 谷口 均 
受講者 名 

 

学 科 科 目 受講者氏名(生年月日) 

低圧の電気に関する基礎知識 

（低圧の電気の危険性 短絡 漏電 

接地 電気絶縁） 

講師及び実施時間数は、 

一般社団法人金沢労働基準協会電気取扱

業務（低圧）特別教育講習会時間割表のとお

り 

 

受講者は、一般社団法人金沢労働基準協

会電気取扱業務（低圧）特別教育修了証写し

のとおり 

 

テキストは、「低圧電気取扱者安全必携 」 

－特別教育用テキスト－改訂新版 

中央労働災害防止協会編／B5判 ／208頁 

 

低圧の電気設備に関する基礎知識 

（配電設備 変電設備 配線 電気使用

設備 保守及び点検） 

低圧用の安全作業用具に関する基礎知識 

（絶縁用保護具 絶縁用防具 活線作業

用器具 検電器  

 その他の安全作業用具 管理 

低圧の活線作業及び活線近接作業の方法 

（充電電路の防護 作業者の絶縁保護 

停電電路に対する措置 作業管理 救急処

置 災害防止） 

関係法令 

労働安全衛生法、同法施行令、労働安全衛

生規則中の関係条項 

 

低圧の活線作業及び活線近接作業の方法について 7時間 

実技実施年月日 年  月  日～  年  月  日 

実技実施場所 

工場所在地 

 

実技講師 低圧の活線作業及び活線近接作業の方法について 

十分な知識と経験を有する人 

受講者 名 
受講者氏名 生年月日 備考 

   

   

   

   

   

   

 


